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第 21回「白内障手術のタイミング」
　白内障とは、眼の中のレンズがにごる病気で、加齢が
原因のことがほとんどです。50 歳頃からなりはじめる
ことが多く、80 歳を過ぎれば（程度の差はあれ）ほぼ
誰でも白内障になります。白内障の治療は、進行を遅ら
せる目薬をさして時間かせぎをすることはあるものの、
根本的には手術しかありません。では、どのようなタイ
ミングで手術に踏み切ればよいのでしょうか？
　数十年前までは「視力が 0.7 くらいになったら手術」
と言われていました。しかし、現在では手術時期の決め
方は大きく変わりました。
　まず、いわゆる「視力検査」のように、白黒がはっき
りした静止したものをじっと見ていれば視力がよく出て
いても、実感としては見えにくいことがあります。レン
ズのにごり方によっては「コントラスト感度」が低下し
ていたり、まぶしさが強く感じられて見えにくかったり、
実用的な視力が落ちている場合があるのです。
　また、視力はある程度良くても、眼底検査の際にレン
ズのにごりが強いと、他の眼の奥の病気（例えば、緑内

障や糖尿病網膜症、加齢黄斑変性など）の検査ができな
くなる恐れがあり、白内障手術を先のばしにしている間
に治療が手遅れになることが考えられます。そのため、
現在では一概に「視力が〇〇になったら手術」という基
準はなくなっています。
　そのほかにも、認知症が進んでしまうと手術の際に
じっとしていることが難しくなったり、背中や腰がかな
り曲がってしまうと仰向けの姿勢で手術を受けたりする
ことが難しいので、全身状態もふまえて白内障手術をし
たほうがよいかどうかを考える必要があります。
　さらには、一人暮らしの方の場合、自立した生活を送
るためには、全然見えなくなってしまう前に早めに手術
を検討したほうがよいでしょう。
　このように、眼の状態、全身状態、そして生活状況を
考慮して手術のタイミングを決めることになりますので、
かかりつけの眼科医とよくご相談ください。

はやさか眼科  院長　早坂  依里子（さくら市）

　1 月 1 日付けで、
善林  景子さん（新任）
と桑野  厚さん（再任）
が人権擁護委員とし
て法務大臣から委嘱
されました。
　任期は令和 6年 12 月 31 日までの 3年間です。
●人権擁護委員は次の方々です（1月 1日現在）

●人権擁護委員その活動と役割
　人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の基本的
人権（生命、自由および幸福追求など）が侵害されるこ
とのないように監視しています。
　また、人権についての相談業務や人権擁護のための
PR活動をしています。

　櫻井　宣子さん（長井）
　岡本美代子さん（末広町）
　桑野　　厚さん（大槻）
　宮本　道成さん（本町）

藤田　一夫さん（荒井）
和氣　ちかさん（木幡）
齋藤　兆正さん（下伊佐野）
善林　景子さん（乙畑）

【人権相談】
日時／毎月第 2火曜日　9：30 ～ 12：00
　　　　（1月 18 日、2月 8日、3月 8日）
　場所／市保健福祉センター 2階  会議室

　令和 4年 1月号 13※新型コロナ感染症拡大防止のため、イベントなどは状況により中止または延期することがあります。予めご了承ください。
※イベントなどに参加される場合は、マスクの着用や自宅での検温など感染予防にご協力ください。発熱や風邪の症状がある方は、参加をお控えください。

　国民年金は、老後やいざという時の生活を現役世代み
んなで支えようという考えで作られた仕組みです。
国民年金のポイント
●将来の大きな支えになります
　国民年金は、20～ 60 歳までの方が加入し保険料を
納める制度です。国が責任をもって運営するため、安
定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

●老後のためだけのものではありません
　国民年金には、老齢年金のほか障害年金や遺族年金
もあります。
　障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受
け取ることができます。
　また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配
偶者」や「子」）が受け取ることができます。

Q1．国民年金の加入は、いつ？どこで？
A1．20 歳になると、日本年金機構から国民年金に加入
　　したことを知らせる通知が届きます。
　　2週間程度経過してもその通知が届かない場合は、
　　市民課での加入手続きをお願いします。

Q2．毎月の保険料はいくら？
A2．月額 16,610 円（令和 3年度）です。

Q3．保険料を安くする方法はあるの？
A3．あります！前納制度や口座振替をご利用ください。
　　これらをセットにすることでさらに割引になります。

Q4．毎月 16,610 円は払えない。どうすればいいの？
A4．国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場
　　合には、保険料の納付が猶予または免除される制
　　度があります。市民課や年金事務所にご相談くだ
　　さい。

　秋に開催される全国障害者スポーツ大会に派遣選手と
して出場する選手および令和 4年度県強化指定選手（ア
スリートゴールドリーダー）を募集します。

募集競技（予定）／
〇 陸上競技（身・知）　〇 水泳（身・知）
〇 アーチェリー（身）　〇 ボッチャ（身）
〇 ボウリング（知）　　〇 フライングディスク（身・知）
〇 卓球（身・知・精）　※サウンドテーブルテニス（身）を含む
申込期限／ 1 月 21 日（金）まで
そのほか／応募資格・申込方法など、詳細は協会ホーム
ページでご確認ください。

申込・問い合わせ／
　NPO法人栃木県障害者スポーツ協会
　☎・  ０２８（６２４）２７６１

HP http：//syospo-tochigi.org/

【派遣選手】
派遣期間／ 10 月 27 日（木）～ 31 日（月）
大会期間／ 10 月 29 日（土）～ 31 日（月）
開催地／栃木県
派遣人数／ 150 人（予定）

【強化指定選手】
任命式／ 4 月 17 日（日）（予定）
※そのほか各競技の練習会などがあります。
人数／ 100 人


